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佐世保工業高等専門学校
共同申請：釧路工業高等専門学校

高等専門学校での
特別支援教育推進事業

平成１９年度「新たな社会的ニーズに対応した学生支援プログラム」意見交換会

　　　　　　　　　　平成２０年３月１９日　ハイアットリージェンシー福岡
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プログラムの概要　

発達障害などの学生の「高専生活」を支援！
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「発達障害」に関する社会情勢

◆2007：全ての小・中学校で「特別支援教育」 始動！

大学及び高等専門学校は，発達障害者の障害の状態に

応じ，適切な教育上の配慮をするものとする。

２章８条２項

◆2005：発達障害者支援法 施行

◆90年代～学会，中教審等による議論

◆2002：「特別支援教育」に関する答申（文科省）

　　　　「発達障害支援事業」開始（厚労省）
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「発達障害」とは？

脳機能の偏り

出来・不出来の落差が激しい状態

適切な支援があったなら…
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高専における「困り感」

◆疑いのある学生１０名中６名が留年

◆レポートが書けない、期限が守れない

修　学

◆対人スキルが未熟＝面接で失敗，早期離職

就　職

◆クラスの中で孤立，イジメの対象

◆勉学，対人ストレス＝精神的な2次障害

生　活
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発達障害を持つ中学生から見た高専

◆理工系の世界観，高機能自閉症の世界観

　（論理的，理路整然としている）

◆一致団結が無理強いされない環境

　（学科という絶対的な帰属場所）

◆社会科や英語が苦手でも良い

　（大いなる誤解！）

◆寮がある

　（イジメ等のしがらみが切れる！）
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… 2.9%（ＬＤ傾向）
… 1.5%（ＬＤ傾向）
… 1.2%（ＡＤＨＤ傾向）
… 2.6%（ＡＤＨＤ傾向）

担当授業についてのアンケート

(a)授業態度は良好だが成績が伸びない学生
(b)誰でもできるはずの課題ができない学生
(c)突然，授業とは関係のない行動をとる学生
(d)レポート等の提出が著しく滞る学生

８.２％８.２％
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担任学級についてのアンケート

(a) 寡黙で級友と交流しない学生
(b) 悪意は無いがきつい言葉を使う学生
(c) 反抗的ではないが周囲と協調できない学生
(d) 不登校気味の学生
(e) 特定の科目だけ非常に成績が悪い学生

… 1.3人（自閉傾向）
… 1.3人（アスペルガー傾向）
… 1.2人（アスペルガー傾向）
… 0.8人（二次障害の典型）
… 1.9人（ＬＤ傾向）

クラスに6.5人クラスに6.5人
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アンケート結果（障害名の認知度）

４２％３６％１８％　４％高機能自閉症

４３％３０％２３％　４％トゥレット症候群

７６％１５％　７％　３％ナルコレプシー

　６％２３％５０％２１％色覚異常

６０％２１％１４％　５％
アスペルガー

症候群

２９％３２％３２％　７％ADHD

１９％４３％３２％　６％LD

全く知らない
聞いたこと
がある

おおよそ知っ
ている

よく知って
いる
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プログラム申請時の活動状況

◆学生相談室中心の面談

◆学生支援コーディネーターの配置（2006,釧路）

◆特別支援教育部会の設置（2007,佐世保）

◆講演会・研修会への参加

◆学内FDによる教職員への啓蒙

◆外部機関等とのネットワーク作り

◆広報誌による啓蒙
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プログラム申請時の外部からの評価

◆科研費採択（基盤（C）17-18，19-20年度）

◆北海道特別支援教育センターより原稿依頼

　（道教委の冊子，全道へ情報発信）

◆シンポジウムやフォーラムに招聘

　（LD学会，情報科学技術フォーラム等）

◆国立特殊教育総合研究所の訪問調査

　（ガイドブックに掲載，全国へ情報発信）

総合的な支援体制の構築が必要！
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外部協力機関

・ハローワーク

・長崎障害者職業センター

・ハローワーク

・くしろ･ねむろ障がい者就業･生活支援セ
ンター「ぷれん」

・長崎大学医学部保健学科作業療法専攻

・長崎県教育委員会特別支援教育室

・長崎県教育センター

・北海道教育大学釧路校

・釧路市学校教育部

・北海道教育委員会釧路教育局

・大村共立病院

・長崎リハビリテーション学院

・発達障害者支援センター「しおさい」

・堀口クリニック

・釧路市福祉部，こども保健部

・発達障害者支援センター「きら星」

・桜が丘養護学校

・鹿町工業高等学校

・釧路養護学校、白糠養護学校

・中標津高等養護学校

・釧根地区LD・ADHD・PDD懇話会

・北海道特別支援教育学会根釧支部

・発達障害者支援センターを作る会

・自閉症の理解を深める会

・自閉症協会長崎県支部
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本プログラムの概要
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修学支援の内容

◆特別支援教育部会

◆コーディネーター・アドバイザの指導，助言

個別の教育計画

◆補習

◆自習の援助

◆教科担当者、特別支援教育を学んでいる教育大生、特命教授

個別指導

◆ＴＡによる個別的な指導・援助

◆実験レポートの指導

◆実験担当者、特命教授

実験・実習補助
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就労支援の内容

→企業側の理解促進、ネットワーク作り

→企業への働きかけ、ジョブコーチ支援、情報収集

◆障害者就業・生活支援センター，長崎障害者職業センター

◆トライアル雇用への可能性

インターンシップの活用

◆教員，特命教授等による企業訪問

◆障害者雇用実績がある会社（クリーニング業，製造業，棚卸し）

就職先開拓

◆ハローワーク

◆長崎障害者職業センター

◆発達障害者支援センター「きら星」「しおさい」

◆くしろ･ねむろ障がい者就業･生活支援センター「ぶれん」

外部機関との連携
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生活支援の内容

◆学外カウンセラー

◆外部専門機関（堀口クリニック，大村共立病院）

◆学生相談室，保健室

メンタルケア

◆学外カウンセラー

◆アドバイザーによる保護者面談

◆担任，学生相談室，保健室

家庭との連携

◆学外カウンセラー

◆言語聴覚士（大村ビリテーションセンター）

◆作業療法士（長崎大学）

◆学生相談室

ソーシャルスキル・トレーニング
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教員の専門性の向上

障害理解の促進と啓蒙により

◆佐世保・釧路相互の実践報告会

◆アドバイザー等，外部講師

校内研修会・講演会

◆小・中学校，高等学校，大学，企業との情報交換

◆教職員への障害に対する理解の促進と啓蒙

シンポジウム開催

◆養護学校，特別支援教育モデル校等

◆ノースカロライナ州立大TEACCHプログラム

専門機関視察訪問

個々のニーズに応じた教育へ！
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プログラムの実施・改善・評価

学生支援GPﾜｰｷﾝｸﾞｸﾞﾙｰﾌﾟ

・学生相談室

特別支援教育部会・教務委員会

・学生委員会

・etc ‥ ‥

外部アドバイザー

佐世保、釧路

相互のメンバー

特別支援教育評価委員会



高専における特別支援教育 2007/3/1

学生支援ＧＰ意見交換会 10

18/18

プログラムの将来

◆高専教育，高専教育教員研究集会

◆全国高等専門学校メンタルヘルス研究協議会

◆教育・学生相談系学会（LD学会等）

取組や成果の発表

高専，高校，大学等への情報発信！

ニート・フリーターの減少！？

「一人ひとりが自立できるための支援」

社会全体（学校・企業・行政）への働きかけ

全ての学生に応用すると…


